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(57)【要約】
【課題】茹でこぼしせずに喫食しても良好な食味と食感を有する麺類の提供。
【解決手段】穀粉類及び澱粉類の総質量中に高アミロース小麦粉を１０～１００質量％含有し、該高アミ 
ロース小麦粉が、コンカナバリンＡ法で分析された総澱粉中のアミロース含有量が４０質量％以上の小麦 
粉である、茹でこぼしせずに喫食するための麺類用の穀粉組成物。
【選択図】なし

審査請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 に 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 を １ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 含 有 し 、
　 該 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 が 、 コ ン カ ナ バ リ ン Ａ 法 で 分 析 さ れ た 総 澱 粉 中 の ア ミ ロ ー ス 含 有  
量 が ４ ０ 質 量 ％ 以 上 の 小 麦 粉 で あ る 、
茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る た め の 麺 類 用 の 穀 粉 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 が S B E I I a の 活 性 が 低 い 改 変 小 麦 由 来 の 小 麦 粉 で あ る 、 請 求 項  
１ 記 載 の 穀 粉 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 を 、 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 に ８ ０ 質 量 ％ 以 上 含 有 す る 、  
請 求 項 １ 記 載 の 穀 粉 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 に 澱 粉 を ３ ～ ２ ０ 質 量 ％ 含 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 穀 粉 組  
成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 麺 類 が 中 華 麺 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 穀 粉 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 穀 粉 組 成 物 を 含 有 す る 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る  
た め の 生 麺 類 。
【 請 求 項 ７ 】
　 中 華 麺 で あ る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 生 麺 類 。
【 請 求 項 ８ 】
　 厚 み が １ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 生 麺 類 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ ～ ８ の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 麺 類 を 茹 で 調 理 す る こ と 、
　 該 茹 で 調 理 に 用 い る 水 を 、 該 茹 で 調 理 の 前 又 は 後 に 喫 食 用 に 調 味 す る こ と 、
を 含 む 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る 麺 類 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 生 麺 類 の 茹 で 調 理 が 、 生 麺 類 を 熱 湯 で 茹 で る か 、 又 は 生 麺 類 を 水 も し く は 湯 と 共 に  
電 子 レ ン ジ 加 熱 す る こ と で 行 わ れ る 、 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る 麺 類 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 麺 を 茹 で る と 、 製 麺 時 に 付 け た 打 ち 粉 や 麺 か ら の 澱 粉 の 溶 出 な ど に よ っ て 茹 で 湯 が 濁  
っ た り と ろ み が つ い た り す る こ と が あ る 。 濁 り や と ろ み の あ る 茹 で 湯 は 、 麺 の ほ ぐ れ を 悪  
く し 、 ま た 喫 食 に も 向 か な い 。 そ の た め 、 生 麺 を 調 理 す る と き に は 通 常 、 多 め の 湯 で 生 麺  
を 茹 で た 後 、 茹 で 麺 を 湯 き り す る い わ ゆ る 茹 で こ ぼ し を 行 う 。 茹 で 湯 は 喫 食 す る こ と な く  
廃 棄 さ れ 、 麺 用 の ス ー プ は 別 途 用 意 し た 湯 で 製 造 さ れ る 。 こ の よ う に 、 通 常 の 生 麺 の 調 理  
で は 多 く の 水 を 必 要 と し 、 か つ 手 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 麺 線 の ｐ Ｈ が ９ ． ８ ～ １ ０ ． ６ で あ り 、 か つ 、 麺 線 の 総 ア ル カ リ 度 が  
４ ５ ０ ～ ６ ５ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 調 理 時 に 茹 で こ ぼ し が 不 要 な 生  
中 華 麺 類 が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ に は 、 副 原 料 と し て 食 塩 、 か ん す い 、 食 用 油 脂 、  
ア ル コ ー ル 、 乳 酸 ナ ト リ ウ ム 、 及 び 水 と を 含 み 、 水 分 活 性 が ０ ． ８ ５ 以 上 ０ ． ９ ０ 未 満 で  
あ る こ と を 特 徴 と す る 、 茹 で こ ぼ し が 不 要 な 生 中 華 麺 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 穀 物 に 含 ま れ る 澱 粉 に は ア ミ ロ ー ス と ア ミ ロ ペ ク チ ン が 含 ま れ る 。 ア ミ ロ ー ス は 、 消 化  
酵 素 に よ る 消 化 性 が 悪 く 、 そ の た め 、 ヒ ト の 消 化 酵 素 で 消 化 さ れ な い 難 消 化 性 成 分 、 す な  
わ ち 食 物 繊 維 と し て 機 能 し 得 、 難 消 化 性 澱 粉 に 分 類 さ れ る 。 高 ア ミ ロ ー ス 澱 粉 と し て は 、  
高 ア ミ ロ ー ス 型 ト ウ モ ロ コ シ 由 来 の 高 ア ミ ロ ー ス コ ー ン ス タ ー チ が よ く 知 ら れ て い る 。 ま  
た 近 年 、 澱 粉 合 成 に 関 連 す る 酵 素 に 変 異 を 有 す る こ と で ア ミ ロ ー ス 含 量 を 増 加 さ せ た 高 ア  
ミ ロ ー ス 小 麦 が 開 発 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。 特 許 文 献 ３ ～ ６ に は 、 澱 粉 分 枝 酵  
素 S B E I I a の 遺 伝 子 の 点 変 異 を 有 し 、 S B E I I a の 活 性 が 低 下 し て お り 、 穀 粒 に 含 ま れ る 澱 粉  
の ア ミ ロ ー ス 含 有 量 が 高 い 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 、 こ れ を 麺 類 、 即 席 麺 な ど の 製 造 に 使 用 す る  
こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ４ １ ３ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ２ ９ ０ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 ２ ０ ０ ７ － ５ ０ ４ ８ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 表 ２ ０ ０ ８ － ５ ２ ６ ６ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 表 ２ ０ １ ５ － ５ ０ ４ ３ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 表 ２ ０ １ ９ － ５ ２ ７ ０ ５ ４ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 J  J p n  A s s o c  D i e t a r y  F i b e r  R e s ,  2 0 0 3 ,  7 ( 1 ) : 2 0 - 2 5
【 非 特 許 文 献 ２ 】 T r e n d s  i n  F o o d  S c i e n c e  a n d  T e c h n o l o g y ,  2 0 0 6 ,  1 7 : 4 4 8 - 4 5 6
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 茹 で こ ぼ し せ ず に 生 麺 を 調 理 し 喫 食 す る こ と が で き れ ば 、 茹 で 湯 を 廃 棄 せ ず と も よ く な  
り 、 か つ 別 途 ス ー プ を 製 造 す る た め の お 湯 が 不 要 と な る た め 、 調 理 に か か る 手 間 や エ ネ ル  
ギ ー を 削 減 で き 、 水 も 節 約 す る こ と が で き る 。 本 発 明 は 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 し て も 良  
好 な 食 味 と 食 感 を 有 す る 麺 類 を 提 供 す る こ と に 関 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 を 提 供 す る 。
〔 １ 〕 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 に 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 を １ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ 含 有 し 、
　 該 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 が 、 コ ン カ ナ バ リ ン Ａ 法 で 分 析 さ れ た 総 澱 粉 中 の ア ミ ロ ー ス 含 有  
量 が ４ ０ 質 量 ％ 以 上 の 小 麦 粉 で あ る 、
茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る た め の 麺 類 用 の 穀 粉 組 成 物 。
〔 ２ 〕 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 が S B E I I a の 活 性 が 低 い 改 変 小 麦 由 来 の 小 麦 粉 で あ る 、 〔  
１ 〕 記 載 の 穀 粉 組 成 物 。
〔 ３ 〕 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 を 、 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 に ８ ０ 質 量 ％ 以 上 含 有 す  
る 、 〔 １ 〕 又 は 〔 ２ 〕 記 載 の 穀 粉 組 成 物 。
〔 ４ 〕 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 に 澱 粉 を ３ ～ ２ ０ 質 量 ％ 含 有 す る 、 〔 １ 〕 ～ 〔 ３ 〕 の  
い ず れ か １ 項 記 載 の 穀 粉 組 成 物 。
〔 ５ 〕 前 記 麺 類 が 中 華 麺 で あ る 、 〔 １ 〕 ～ 〔 ４ 〕 の い ず れ か １ 項 記 載 の 穀 粉 組 成 物 。
〔 ６ 〕 〔 １ 〕 ～ 〔 ５ 〕 の い ず れ か １ 項 記 載 の 穀 粉 組 成 物 を 含 有 す る 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫  
食 す る た め の 生 麺 類 。
〔 ７ 〕 中 華 麺 で あ る 、 〔 ６ 〕 記 載 の 生 麺 類 。
〔 ８ 〕 厚 み が １ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 〔 ６ 〕 又 は 〔 ７ 〕 記 載 の 生 麺 類 。
〔 ９ 〕 〔 ６ 〕 ～ 〔 ８ 〕 の い ず れ か １ 項 記 載 の 生 麺 類 を 茹 で 調 理 す る こ と 、
　 該 茹 で 調 理 に 用 い る 水 を 、 該 茹 で 調 理 の 前 又 は 後 に 喫 食 用 に 調 味 す る こ と 、
を 含 む 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る 麺 類 の 製 造 方 法 。
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〔 １ ０ 〕 前 記 生 麺 類 の 茹 で 調 理 が 、 生 麺 類 を 熱 湯 で 茹 で る か 、 又 は 生 麺 類 を 水 も し く は 湯  
と 共 に 電 子 レ ン ジ 加 熱 す る こ と で 行 わ れ る 、 〔 ９ 〕 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 生 麺 を 茹 で 調 理 し た 後 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 茹 で 湯 を ス ー プ に し て 、 ス  
ー プ 麺 を 製 造 す る こ と が で き る 。 製 造 し た ス ー プ 麺 は 、 茹 で こ ぼ し し て い な く と も 良 好 な  
食 味 と 食 感 を 有 し 、 ま た 麺 同 士 が 接 着 す る こ と な く ほ ぐ れ や す い 。 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、  
麺 の 茹 で 湯 を 廃 棄 せ ず と も よ く な り 、 か つ 別 途 ス ー プ を 製 造 す る た め の お 湯 が 不 要 と な る  
た め 、 調 理 に か か る 手 間 や エ ネ ル ギ ー を 削 減 で き 、 水 も 節 約 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る 麺 類 、 な ら び に そ の た め の 穀 粉 組 成 物 及 び 生 麺 類  
を 提 供 す る 。 本 発 明 で 提 供 さ れ る 麺 類 と し て は 、 中 華 麺 、 う ど ん 、 冷 や 麦 、 素 麺 、 そ ば 、  
パ ス タ 類 、 麺 皮 類 な ど が 挙 げ ら れ 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し く は 中 華 麺 で あ る 。   
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で 提 供 さ れ る 穀 粉 組 成 物 は 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る た め の 麺 類 用 の 原 料 粉 と  
し て 使 用 さ れ る 。 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 は 、 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 を 含 有 す る 。 本 発 明 で 使 用  
さ れ る 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 は 、 ア ミ ロ ー ス 含 有 量 が 、 好 ま し く は ４ ０ 質 量 ％ 以 上 、 よ り 好  
ま し く は ４ ３ 質 量 ％ 以 上 の 小 麦 粉 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 小 麦 粉 の ア ミ ロ ー ス 含 有 量 と は 、 該 小 麦 粉 に 含 ま れ る 総 澱 粉 中 の ア ミ ロ ー ス 含 有 量 を い  
う 。 本 明 細 書 に お け る 小 麦 粉 の ア ミ ロ ー ス 含 有 量 は 、 コ ン カ ナ バ リ ン Ａ （ Ｃ ｏ ｎ Ａ ） 法 に  
よ り 分 析 さ れ た 値 と し て 定 義 さ れ 、 例 え ば 、 該 小 麦 粉 を Ｍ ｅ ｇ ａ ｚ ｙ ｍ ｅ 社 の ア ミ ロ ー ス  
／ ア ミ ロ ペ ク チ ン 分 析 キ ッ ト （ Ａ Ｍ Ｙ Ｌ Ｏ Ｓ Ｅ ／ Ａ Ｍ Ｙ Ｌ Ｏ Ｐ Ｅ Ｃ Ｔ Ｉ Ｎ   Ａ Ｓ Ｓ Ａ Ｙ   
Ｋ Ｉ Ｔ ） で 分 析 す る こ と で 測 定 す る こ と が で き る 。 従 来 一 般 的 な ア ミ ロ ー ス 含 有 量 の 分 析  
方 法 と し て は 、 ( 1 )  ア ミ ロ ー ス の ヨ ウ 素 に 対 す る 結 合 能 の 高 さ を 利 用 し た 方 法 （ ヨ ウ 素  
親 和 力 測 定 法 ； 例 え ば 電 流 滴 定 法 、 比 色 定 量 法 、 A A C C 6 1 - 0 3 法 な ど ） 、 ( 2 )  ア ミ ロ ペ  
ク チ ン と Ｃ ｏ ｎ Ａ が 特 異 的 に 結 合 す る こ と を 利 用 し た 方 法 （ Ｃ ｏ ｎ Ａ 法 ） が 知 ら れ て い る  
。 し か し ( 1 ) を 利 用 し た 方 法 で は ア ミ ロ ー ス 量 が よ り 高 く 算 出 さ れ る 傾 向 が あ る 。 例 え ば  
、 非 特 許 文 献 １ や 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る S G P - 1 遺 伝 子 の 機 能 欠 失 型 変 異 （ n u l l 変 異  
） を 有 す る 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 の ア ミ ロ ー ス 含 有 量 は 、 ヨ ウ 素 親 和 力 測 定 法 で は ３ ７ 質 量  
％ 程 度 で あ る が 、 Ｃ ｏ ｎ Ａ 法 で は ３ １ 質 量 ％ 程 度 で あ る 。 な お 、 従 来 一 般 的 な 小 麦 粉 の ア  
ミ ロ ー ス 含 有 量 は 、 ヨ ウ 素 親 和 力 測 定 法 で は ３ ２ 質 量 ％ 未 満 、 Ｃ ｏ ｎ Ａ 法 で は ２ ８ 質 量 ％  
未 満 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 使 用 さ れ 得 る 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 の 例 と し て は 、 澱 粉 分 枝 酵 素 S B E I I a  
の 活 性 が 低 い 改 変 小 麦 由 来 の 小 麦 粉 が 挙 げ ら れ る 。 そ の よ う な 改 変 小 麦 由 来 の 小 麦 粉 の 例  
と し て は 、 特 許 文 献 ３ ～ ６ に 記 載 さ れ る 、 S B E I I a の 遺 伝 子 の 変 異 を 有 し 、 S B E I I a の 活 性  
が 低 下 し て い る 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 由 来 の 小 麦 粉 が 挙 げ ら れ る 。 よ り 具 体 的 な 例 と し て は 、  
穀 粒 中 の S B E I I a タ ン パ ク 質 の 量 又 は 活 性 が 野 生 型 小 麦 穀 粒 中 の 量 又 は 活 性 の ２ ％ よ り も  
低 い 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 由 来 の 小 麦 粉 、 １ つ 以 上 、 例 え ば １ つ 又 は ２ つ の S B E I I a 遺 伝 子 の  
n u l l 変 異 を 有 す る 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 由 来 の 小 麦 粉 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で 使 用 さ れ る 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 は 、 前 述 し た 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 の 穀 粒 を 通 常 の  
手 順 で 製 粉 す る こ と に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 本 発 明 で 使 用 さ れ る 高 ア ミ  
ロ ー ス 小 麦 粉 は 、 該 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 の 穀 粒 の 胚 乳 画 分 の み を 実 質 的 に 含 む 小 麦 粉 で あ っ  
て も よ く 、 又 は 、 該 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 の 穀 粒 の 胚 乳 画 分 に 加 え て さ ら に 胚 芽 や ふ す ま 画 分  
を 含 む 小 麦 粉 （ 例 え ば 全 粒 粉 ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で 使 用 さ れ る 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 は 、 灰 分 が 、 好 ま し く は １ ． ０ 質 量 ％ 以 下 、 よ  
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り 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ０ ． ８ 質 量 ％ で あ る 。 本 明 細 書 に お け る 小 麦 粉 の 灰 分 は 、 直 接 灰 化  
法 （ I S S  S t a n d a r d  M e t h o d s  N o . 1 0 4 / 1 ） に 従 っ て 測 定 し た 値 を い う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 に お け る 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 の 含 有 量 は 、 該 穀 粉 組 成 物 に 含 ま  
れ る 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 、 １ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ の 範 囲 で あ れ ば よ く 、 好 ま し く は  
２ ０ 質 量 ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ 質 量 ％ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ８ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 は 、 前 述 し た 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 以 外 の 他 の 穀 粉 類 を 含 有 し て い て  
も よ い 。 当 該 他 の 穀 粉 類 の 例 と し て は 、 前 述 し た 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 以 外 の 小 麦 粉 （ 典 型  
的 に は ア ミ ロ ー ス 含 有 量 が ２ ８ 質 量 ％ 未 満 の 小 麦 粉 ） 、 ラ イ 麦 粉 、 大 麦 粉 、 コ ー ン フ ラ ワ  
ー 、 米 粉 、 そ ば 粉 な ど が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の い ず れ か １ 種 又 は い ず れ か ２ 種 以 上 を 使 用 す  
る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 該 他 の 穀 粉 類 は 該 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 以 外 の 小 麦 粉 で あ り  
、 そ の 例 と し て は 、 強 力 粉 、 準 強 力 粉 、 中 力 粉 、 薄 力 粉 、 デ ュ ラ ム 粉 、 全 粒 粉 な ど か ら 選  
択 さ れ る い ず れ か １ 種 又 は い ず れ か ２ 種 以 上 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 は 、 澱 粉 類 を 含 有 し て い て も よ い 。 該 澱 粉 類 と し て は 、 例 え ば  
、 タ ピ オ カ 澱 粉 、 馬 鈴 薯 澱 粉 、 コ ー ン ス タ ー チ 、 ワ キ シ ー コ ー ン ス タ ー チ 、 小 麦 澱 粉 、 米  
澱 粉 等 の 澱 粉 、 及 び こ れ ら に α 化 、 ア セ チ ル 化 、 エ ー テ ル 化 、 エ ス テ ル 化 、 酸 化 処 理 、 架  
橋 処 理 等 の 処 理 を 施 し た 加 工 澱 粉 が 挙 げ ら れ る 。 好 ま し く は 、 該 加 工 澱 粉 は 、 エ ー テ ル 化  
澱 粉 、 ア セ チ ル 化 澱 粉 又 は 酸 化 澱 粉 で あ り 、 さ ら に 架 橋 処 理 さ れ て い て も よ い 。 好 ま し く  
は 、 該 澱 粉 類 は タ ピ オ カ 澱 粉 で あ る 。 該 タ ピ オ カ 澱 粉 は 、 加 工 さ れ て い て も よ く 、 そ の よ  
う な 加 工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 例 と し て は 、 エ ー テ ル 化 タ ピ オ カ 澱 粉 、 ア セ チ ル 化 タ ピ オ カ 澱 粉  
、 エ ー テ ル 化 架 橋 タ ピ オ カ 澱 粉 、 ア セ チ ル 化 架 橋 タ ピ オ カ 澱 粉 な ど が 挙 げ ら れ る 。 上 記 に  
挙 げ た 加 工 澱 粉 は 、 い ず れ か １ 種 又 は い ず れ か ２ 種 以 上 の 組 み 合 わ せ で 使 用 す る こ と が で  
き る 。 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 に お け る 該 澱 粉 の 含 有 量 は 、 該 穀 粉 組 成 物 に 含 ま れ る 穀 粉 類 及  
び 澱 粉 類 の 総 質 量 中 、 ３ ～ ２ ０ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 は 、 前 記 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 以 外 に 、 他 の 材 料 を 含 有 す る こ と が で き  
る 。 当 該 他 の 材 料 と し て は 、 麺 類 の 製 造 に 通 常 使 用 さ れ 得 る も の 、 例 え ば 、 蛋 白 質 、 糖 類  
、 食 塩 や 粉 末 醤 油 等 の 調 味 料 、 油 脂 、 乳 化 剤 、 増 粘 剤 、 膨 張 剤 、 ア ル カ リ 剤 な ど が 挙 げ ら  
れ 、 こ れ ら の い ず れ か １ 種 又 は い ず れ か ２ 種 以 上 を 使 用 す る こ と が で き る 。 蛋 白 質 と し て  
は 、 グ ル テ ン 、 大 豆 蛋 白 、 卵 蛋 白 、 乳 蛋 白 な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 に お け  
る 、 当 該 他 の 材 料 の 配 合 量 は 、 製 造 す る 麺 類 に 所 望 さ れ る 性 質 に 応 じ て 適 宜 変 更 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 は 、 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 、 及 び 必 要 に 応 じ て 、 前 記 他 の 穀 粉 類  
、 澱 粉 類 、 又 は 他 の 材 料 を 混 合 す る こ と で 調 製 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 に  
お け る 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 の （ 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 、 他 の 穀 粉 類 及 び 澱 粉 類 を 含 む ） の  
総 含 有 量 は 、 好 ま し く は ７ ０ 質 量 ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ８ ０ 質 量 ％ 以 上 、 さ ら に 好 ま し  
く は ９ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 で 提 供 さ れ る 生 麺 類 は 、 原 料 粉 と し て 前 記 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 を 用 い る 以 外 は 、  
通 常 の 手 順 に 従 っ て 製 造 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 原 料 粉 と 練 水 と を 混 捏 し て 生 地  
を 調 製 す る 。 こ の と き 、 前 記 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 、 他 の 穀 粉 、 澱 粉 、 及 び 他 の 材 料 は 、 一  
度 に 又 は 任 意 の 順 序 で 混 合 す る こ と が で き る 。 練 水 と し て は 、 水 、 塩 水 、 か ん 水 、 ガ ス 含  
有 水 （ 炭 酸 水 等 ） な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。 原 料 粉 に 対 す る 練 水 の 量 は 、 適 宜 調 整 す  
れ ば よ い が 、 原 料 粉 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し て 、 好 ま し く は ２ ０ ～ ６ ７ 質 量 部 、 よ り 好 ま し く  
は ２ ５ ～ ５ ７ 質 量 部 で あ る 。 本 発 明 で は 、 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 粉 を 使 用 す る こ と で 、 従 来 の  
ア ミ ロ ー ス 含 量 の 小 麦 粉 を 使 用 す る 場 合 と 比 べ て や や 加 水 量 が 多 い 条 件 で も 麺 類 生 地 を 製  
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造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 い で 、 調 製 し た 生 地 を 成 形 し て 生 麺 を 製 造 す る 。 麺 生 地 の 成 形 の 方 法 は 、 圧 延 、 複 合  
や 切 出 し 等 の 工 程 を 含 む ロ ー ル 製 麺 、 押 出 し 製 麺 、 そ れ ら の 組 み 合 わ せ な ど 、 特 に 限 定 さ  
れ な い 。 製 造 す る 生 麺 の 形 状 は と く に 限 定 さ れ な い が 、 生 麺 の 厚 み が １ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ の 範  
囲 で あ る と 好 ま し い 。 本 明 細 書 に お い て 麺 の 厚 み と は 、 麺 の 最 も 短 い 一 片 の 長 さ を い う 。  
例 え ば 麺 線 で あ れ ば 、 麺 線 断 面 の 最 短 片 の 長 さ が 厚 み で あ る 。 必 要 に 応 じ て 、 得 ら れ た 生  
麺 を 冷 蔵 又 は 冷 蔵 保 存 し て も よ い 。 本 発 明 で 提 供 さ れ る 生 麺 類 は 、 打 ち 粉 を 施 さ れ て い な  
い こ と が 好 ま し い 。 通 常 の 生 麺 類 は 、 麺 同 士 の 接 着 を 抑 え 、 麺 を ほ ぐ れ や す く す る た め に  
打 ち 粉 が 施 さ れ て い る 。 し か し 、 打 ち 粉 の 付 い た 麺 を 茹 で る と 、 茹 で 湯 に と ろ み が 生 じ や  
す く な る 。 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 で 製 造 さ れ る 麺 類 は 、 打 ち 粉 が な く と も ほ ぐ れ や す い た  
め 、 打 ち 粉 を 施 す 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 穀 粉 組 成 物 か ら 製 造 さ れ た 生 麺 類 は 、 茹 で 調 理 さ れ た 後 、 茹 で こ ぼ し す る こ と  
な く 、 す な わ ち 茹 で 湯 と と も に 、 喫 食 さ れ る た め の も の で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 該 生 麺  
類 は 、 茹 で 調 理 さ れ た 後 、 茹 で 湯 に 浸 っ た 状 態 の ま ま 又 は 茹 で 湯 を ス ー プ と し て 、 喫 食 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 本 発 明 で は 、 前 記 生 麺 類 を 用 い た 、 茹 で こ ぼ し せ ず に 喫 食 す る 麺 類 の 製 造 方 法 が  
提 供 さ れ る 。 好 ま し く は 、 当 該 方 法 は 、 前 記 生 麺 類 を 茹 で 調 理 す る こ と と 、 該 茹 で 調 理 に  
用 い る 水 を 、 該 茹 で 調 理 の 前 又 は 後 に 喫 食 用 に 調 味 す る こ と 、 を 含 む 。 該 生 麺 類 の 茹 で 調  
理 は 、 該 生 麺 類 を 熱 湯 で 茹 で る か 、 又 は 該 生 麺 類 を 水 （ 常 温 水 、 温 水 な ど ） と と も に 電 子  
レ ン ジ 加 熱 す る こ と で 行 う こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て は 、 該 茹 で 調 理 で 得 ら れ た  
、 茹 で 麺 を 含 む 茹 で 湯 を 、 喫 食 用 に 調 味 す る 。 該 茹 で 調 理 後 の 該 茹 で 湯 の 調 味 の 際 に は 、  
茹 で 湯 か ら 茹 で 麺 を 一 時 的 に 取 り 出 し た 後 、 調 味 料 を 添 加 し て 茹 で 湯 を 調 味 し 、 そ の 後 茹  
で 湯 に 茹 で 麺 を 戻 し て も よ く 、 又 は 、 茹 で 麺 を 含 ん だ ま ま の 茹 で 湯 に 調 味 料 を 添 加 し て 調  
味 し て も よ い 。 別 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 該 茹 で 調 理 に 供 す る 前 の 水 （ 熱 湯 、 温 水 、 常  
温 水 な ど ） を 予 め 喫 食 用 に 調 味 し 、 該 調 味 し た 水 で 該 生 麺 類 を 茹 で 調 理 す る 。 例 え ば 、 調  
味 さ れ た ス ー プ を 沸 か し 、 そ の 中 に 生 麺 を 投 入 し て 茹 で 調 理 す れ ば よ い 。 あ る い は 、 該 茹  
で 調 理 の 前 と 後 の 両 方 で 、 該 茹 で 調 理 に 用 い る 水 を 調 味 し て も よ い 。 い ず れ の 場 合 も 、 該  
調 味 に 使 用 す る 調 味 料 は 、 液 体 調 味 料 で も 粉 末 な ど の 固 形 調 味 料 で も よ く 、 そ の 種 類 は 特  
に 限 定 さ れ な い 。 当 該 方 法 に よ り 、 生 麺 類 を 茹 で 調 理 し た 後 、 茹 で こ ぼ し す る 必 要 な く 茹  
で 湯 を ス ー プ と し て 用 い て 、 ス ー プ に 入 っ た 調 理 済 み 麺 類 （ い わ ゆ る ス ー プ 麺 ） を 製 造 す  
る こ と が で き る 。 当 該 方 法 で 製 造 し た 調 理 済 み 麺 類 は 、 麺 同 士 が 接 着 す る こ と な く ほ ぐ れ  
や す く 、 食 味 と 食 感 が 良 好 で あ り 、 か つ 茹 で 湯 も 濁 り や と ろ み が 少 な く ス ー プ と し て 喫 食  
す る の に 好 適 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 、 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に  
の み 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
材 料
・ 高 ア ミ ロ ー ス 小 麦 由 来 小 麦 粉 （ Ｈ Ａ Ｗ ） ： S B E I I a 変 異 遺 伝 子 を 有 す る 、 S B E I I a の 発 現  
量 の 低 い 小 麦 穀 粒 か ら 得 ら れ た 小 麦 粉 。 ア ミ ロ ー ス 含 有 量 ４ ７ ． ４ 質 量 ％ （ 総 澱 粉 中 ）
・ 準 強 力 粉 ： ア ミ ロ ー ス 含 有 量 ２ ３ ． ５ 質 量 ％ （ 総 澱 粉 中 ）
・ タ ピ オ カ 澱 粉
　 ア ミ ロ ー ス 含 量 は ア ミ ロ ー ス ／ ア ミ ロ ペ ク チ ン 分 析 キ ッ ト （ Ｍ ｅ ｇ ａ ｚ ｙ ｍ ｅ 社 ） に よ  
り 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
試 験 例 １
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　 表 １ 、 ２ 記 載 の 原 料 粉 １ ０ ０ 質 量 部 に 、 水 ２ ５ ～ ４ ２ 質 量 部 と か ん す い １ 質 量 部 を 含 有  
す る 練 水 を 混 合 し 、 ミ キ シ ン グ し て 生 地 を 調 製 し た 。 該 生 地 を 製 麺 ロ ー ル で 圧 延 及 び 複 合  
し て 麺 帯 を 作 製 し 、 切 り 刃 （ ＃ ２ ０ 角 ） で 切 り 出 し て 中 華 麺 の 生 麺 線 を 製 造 し た （ 麺 厚 １  
． ５ ｍ ｍ ） 。 な お 、 一 部 の 麺 で は 、 製 麺 の 際 に 打 ち 粉 を 施 し た
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 熱 湯 で の 茹 で 調 理 ）
　 前 記 生 麺 線 １ ０ ０ ｇ を 沸 騰 し た 水 ４ ０ ０ ｇ に 投 入 し て ２ 分 間 茹 で 、 得 ら れ た 茹 で 麺 を 茹  
で 汁 ご と 濃 縮 ス ー プ の 入 っ た 容 器 に 移 し 、 混 合 し た 。
（ 電 子 レ ン ジ 加 熱 に よ る 茹 で 調 理 ）
　 前 記 生 麺 線 １ ０ ０ ｇ と 常 温 の 水 ４ ０ ０ ｇ を 耐 熱 容 器 に 入 れ 、 電 子 レ ン ジ に て ５ ０ ０ Ｗ で  
７ 分 間 加 熱 し た 。 加 熱 後 の 容 器 に 濃 縮 ス ー プ を 添 加 し 、 混 合 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 調 理 後 の 麺 の ほ ぐ れ や す さ 、 茹 で 湯 の 状 態 、 及 び 麺 の 食 感 （ 硬 さ 又 は 表 面 の 張 り ） を 、  
訓 練 さ れ た １ ０ 名 の パ ネ ラ ー に よ り 下 記 評 価 基 準 で 評 価 し 、 １ ０ 名 の 評 価 の 平 均 点 を 求 め  
た 。
＜ 評 価 基 準 ＞
（ 麺 の ほ ぐ れ や す さ ）
　 ５ 点 ： 容 易 に 箸 で ほ ぐ れ る
　 ４ 点 ： や や 容 易 に 箸 で ほ ぐ れ る
　 ３ 点 ： ほ ぐ れ づ ら い が 、 箸 で ほ ぐ す こ と は 可 能
　 ２ 点 ： 箸 で ほ ぐ す の が 一 部 困 難
　 １ 点 ： 全 体 的 に 箸 で ほ ぐ す の が 困 難
（ 茹 で 湯 の 状 態 ）
　 ５ 点 ： 濁 り 、 と ろ み が ほ と ん ど 無 く 、 非 常 に 良 好
　 ４ 点 ： 濁 り 、 と ろ み が 少 な く 、 良 好
　 ３ 点 ： 濁 り 、 と ろ み は や や あ る が 、 喫 食 に 顕 著 な 支 障 は な い
　 ２ 点 ： 濁 り 、 と ろ み が あ り 、 喫 食 に 支 障 が あ る
　 １ 点 ： 濁 り 、 と ろ み が 顕 著 で 、 喫 食 に 大 き な 支 障 が あ る
（ 麺 の 硬 さ ）
　 ５ 点 ： 全 体 的 に 適 度 な 硬 さ が あ り 、 か つ 硬 さ に 偏 り が な く 、 非 常 に 良 好
　 ４ 点 ： ほ ぼ 全 体 で 適 度 な 硬 さ が あ り 、 か つ 硬 さ の 偏 り が 少 な く 、 良 好
　 ３ 点 ： 麺 の 一 部 に 若 干 の 硬 さ 、 又 は 軟 ら か さ を 感 じ る も の の 、 や や 良 好
　 ２ 点 ： 麺 が 全 体 的 に 硬 い か 又 は 軟 ら か く 、 や や 不 良
　 １ 点 ： 麺 が 全 体 的 に 非 常 に 硬 い か 又 は 軟 ら か く 、 不 良
（ 麺 の 張 り ）
　 ５ 点 ： 麺 表 面 に 張 り が あ り 、 非 常 に 良 好
　 ４ 点 ： 麺 表 面 に 張 り を 感 じ 、 良 好
　 ３ 点 ： 麺 表 面 に や や 張 り を 感 じ 、 や や 良 好
　 ２ 点 ： 麺 表 面 の 張 り が や や 劣 り 、 や や 不 良
　 １ 点 ： 麺 表 面 の 張 り が 無 く 、 不 良
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 評 価 結 果 を 表 １ 、 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ２ 】
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